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今回の意見交換は、地域福祉保健計画の話題の中で話し合いました。平成

12 年の社会福祉法の改正により、地域福祉計画が定められました。横浜市では「地域福祉

保健計画」と呼んでいます。この計画は「地域と関係者が一緒に話し合って誰もが地域で安

心して生活ができるような仕組みを作るための計画」のことです。計画作成にあたり、「皆

で話し合えた」「様々な人の参加が得られた」ことの積み上げが、支えられる側・支える側

両方の面で背中を押す第一歩だと思います。「こころつなぐひのみなみ」が日野南地区の地

域福祉保健計画のテーマです。お互いに批判をせず話し合い、この人にも参加をしてもらお

う、という動きがあると次へとつながると思いました。icocca を応援する地域の皆様の様

子などから「やってみることができる ひのみなみ」という素晴しいチームワークを感じま

した。様々な人が計画に参画できるとよいと思います。（港南区社会福祉協議会事務局長） 

今号は、先ず前回の「支えあいネットワーク連絡会」（2019.12.14）で行いました「地

域のつながり～私の近所づきあい～」をテーマにした、見守り・支えあい・憩いの場・集いの

場・世代間交流の事例報告を受けて、各チームで意見を交換した様子をお伝えします。 

もう一つは、本年 1 月 25 日に実施された「ヨコハマ市民まち普請事業」の公開二次コン

テストに日野南地区から応募して見事トップ採用された

「みんなが繋がる憩の家 icocca 作り隊」の活動の様子をお知らせします。 

第 3 回支え合いネットワーク連絡会の様子 

オレンジチーム

子どもを巻き込むのが良いのではないか、

という話になった。子どもからおじいちゃん

おばあちゃんまで参加するきっかけになる。

日野南小学校は様々な地域の方たちにお世

話になっている。民生委員さんから、カレー

屋や、支えあいサポーターの話をしてもらっ

たときに、６年生から、サポーターになりた

い！と言う意見があった。子どもたちに話す

ことで、保護者の方まで伝わる。みなさんを

巻き込む形で何か出来たらよいと思う。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ひのみなみ 支えあいネットワークだより  6号 

 

 

 

 

 

 

りんごチーム 

ちょこっと助け合いという良い制度を育て

ていくには、若い人を取り込みながら進めて

いきたい。 

見守り制度については、新聞がたまってい

る、などの気づきがあった時、誰にどのよう

につなぐのか、一歩踏み込むことでよい制度

になる。大事なのは「心のこもったおせっか

い」。それがコミュニティを支える原動力に

なると思う。 

スポーツフェスタは盛況だったが、高齢者

も参加しやすい工夫が必要です。 

 

カルピスチーム 

 「男性をいかに地域活動にひ

きいれるか」をテーマに話し合

った。地域の取り組みには女性

の方が多く参加しているようだ

が、男性も昔の話やお酒、興味

が一致すれば盛り上がり、好き

なところには積極的に参加して

いる。共通の話題など、きっか

けづくりが必要か、という話に

なった。 

ぶどうチーム 

 どの範囲で見守りをするか、という話にな

った。ゴミ捨てや同じ道を挟むグループ、学

校の子供を中心として付き合いもあるが、こ

のグループなら見守りができるという定義は

ない。 防災グループも見守りのひとつの案

と思う。 

 Icocca には大いに期待をしており、支店を

作っては？という話も出た。自治会、シルバ

ークラブで説明をしてはどうか。 

 また、高齢者が移動できるような方策を皆

で考えたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひのみなみ 支えあいネットワークだより 6号 

 

3 

みんなが繋がる憩の家 icocca （コミュニティカフェの新設） 

 

二次コンテスト発表の様子 

審
査
結
果
に
固
唾
を
の
ん
で

見
守
る
発
表
者
・
支
援
隊 

審査員による評価結果（最高点を獲得！） 

審査員によるコメント 

日野南地域にカフェや子連れで集える居場所をつくりたいと話しているうちに、子育て世

代だけではなく多世代と交流することで活動に広がりが出るという想いが強くなり、コミュ

ニティカフェ立ち上げのために、「ヨコハマ市民まち普請事業」の申請をしました。 

2019 年 7 月の一次コンテストをトップで通過し、更に 2020 年 1 月 25 日の最終二

次コンテストにも挑戦し、5 地区の中で再び満票通過を成し遂げ、整備助成金を獲得しまし

た。今回は、この icocca の活動と今後の計画をお伝えします。（代表：池田、鳥海） 

発災時の早期安否確認に備えて 

 「安全安心まちづくり」で一番大事なことは大地震への備えです。このため港南 

区では昨年新たな対策として「災害時要援護者支援事業」をスタートさせました。 

これは地震などの災害発生時に、自力での避難が困難な方々の安否確認や避難支援を迅速

に行うことを目的とするもので、港南区が作成する「災害時要援護対象者リスト」を、必要

とする自治会・団体に対し、事前情報としてその内容を提供しています。 

日野南小防災拠点での安否確認は「『災害時助け合いグループ』によること」を第一義に

位置付けておりますが当防災拠点の仕組みを補うため「災害時要援護対象者リスト」の提供

を求め、民生委員の協力を得て、関係者の皆さんとこの仕組みの理解活動を進めています。 
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4 ひのみなみ 支えあいネットワークだより  ６号 

みんなが繋がる憩の家 icocca 

「一次コンテスト」のプレゼンテーション 

「二次コンテスト」のプレゼンテーション 

① icocca 設立の趣旨・目的の周知を図る（icoca 通信、地域ニーズアンケート作成など）。 

② シンボルモチーフ決定（“icocca ちゃん”キャラクターをつくる）。

③ 視察・調査（他地域のコミュニティカフェの視察、資金繰りなど調査取材）。

☆その外にも、日野南小学校 6 年 1 組内に「IOT いこっか応援隊」が出来て応援を得た。 

「一次コンテスト」後の活動 


